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一般会計補正予算を可決
主な議案審議・臨時会

委員会ハイライト
視察研修報告
交流活動紹介・防災シリーズ
9議員が一般質問
スポーツクラブ紹介

議会だより

いきいきとした町づくりをめざして
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、
国
清
、
松
田
議
員

費
用
対
効
果
、
環
境
教
育
の
面
に

お
い
て
も
多
額
の
費
用
を
支
出
す
る

根
拠
に
乏
し
く
、
太
陽
光
発
電
よ
り

も
自
然
環
境
の
も
と
で
Ｃ
Ｏ
削
除
、

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
取
り
組
み
を

全
町
的
に
進
め
る
べ
き
だ
。

森
本
、
山
野
、
井
出
、

大
西
、
森
、
西
浜
議
員

環
境
問
題
は
大
き
な
社
会
的
課
題

で
地
球
温
暖
化
対
策
は
論
を
ま
た
ず

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
太
陽
光
発
電
は
国
、
県
も
推
奨
し

て
い
る
中
で
行
政
と
し
て
町
を
挙
げ

て
取
り
組
む
の
は
当
然
だ
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

1億2,338万円
　

314万円

323万円

178万円

500万円

229万円

　横瀬小学校大規模改修工事
（太陽光発電設備設置含む）

　新型インフルエンザ対策事業等

　子宮頸がんワクチン接種委託料等

　ふるさとみかん園再生業務

　農地情報管理システム開発委託料

　林道婆羅尾岩屋線整備事業

横
瀬
小
学
校
改
修
関
連
工
事

太
陽
光
発
電
設
置
に

賛
否

９月
定例会

◎  一般会計補正予算の主なもの ◎

横瀬小学校大規模改修工事に

１億2,338万円１億2,338万円

九
月
定
例
会
は
八
日
か
ら

十
七
日
ま
で
開
か
れ
、
二
十

二
年
度
補
正
予
算
や
町
道
認

定
、
道
の
駅
情
報
館
の
工
事

請
負
契
約
の
締
結
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
な
ど
の
人

事
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

補
正
予
算
の
中
で
横
瀬
小

学
校
改
修
工
事
関
連
の
太
陽

光
発
電
の
設
置
に
つ
い
て
反

対
意
見
が
あ
り
、
討
論
、
採

決
の
結
果
六
対
三
で
可
決
、

そ
の
他
は
全
員
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

︵
六
対
三

で
可
決
︶

反
対

賛
成

2
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７月30日　 建設位置は南側に８月27日　 建設位置を北側に

大

西

直

美 

氏︵
沼
江
︶

勝
浦
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
同
意

山

本

達

夫 

氏︵
生
名
︶

勝
浦
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

滝

花

恒

子 

氏︵
棚
野
︶

湯

浅

芳

洋 

氏︵
沼
江
︶

人
権
擁
護
委
員
の

推
せ
ん
に
同
意

建設位置をめぐり議論白熱建設位置をめぐり議論白熱 〜財源などの
　調査不足を指摘〜

第１回臨時議会第２回臨時議会

●
町
長
の
提
案
理
由
説
明

校
舎
建
設
位
置
を
敷
地
内
の
南
側
と
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
中
学
校
改
築
工
事
に
伴
う
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
費
八
百
四
十
四
万
円
の
補
正
予
算
を
提
出
。

◎
全
議
員
が
反
対

森 

議
員

特
別
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
が
理
事
者
側

の
資
料
の
提
示
不
足
や
的
確
な
答
弁
が
な
い
。
提
案

さ
れ
た
校
舎
建
設
位
置
に
つ
い
て
は
改
築
計
画
審
議

会
の
答
申
や
町
民
の
声
が
、
十
分
反
映
さ
れ
た
も
の

で
な
い
。
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
現
校
舎
位
置
に

建
設
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
数
を
し
め
て
い
る
。
町

長
の
再
考
を
求
め
る
。

採
決
の
結
果
、
全
議
員
の
反
対
に
よ
り
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

●
町
長
の
提
案
理
由
説
明

第
一
回
の
臨
時
議
会
で
校
舎
の
位
置
を
敷
地
の
南

側
に
建
設
す
る
と
の
提
案
が
、
経
費
面
等
の
説
明
不

足
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
財
源
等
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
も
十
分
協
議
し
精
査
し
た
結
果
、
過

疎
債
の
適
用
が
可
能
で
南
側
に
建
設
す
る
よ
り
も
実

質
的
な
町
の
負
担
が
二
、
〇
〇
〇
万
円
程
安
く
な
る

こ
と
が
判
明
。
こ
れ
ま
で
の
議
会
の
議
論
を
十
分
踏

ま
え
建
設
位
置
を
北
側
に
す
る
こ
と
と
し
て
提
案
す

る
。全

議
員
が
今
回
の
理
事
者
の
対
応
に
反
省
を
う
な

が
し
、
審
議
の
結
果
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
意
見

否決可決
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委員会ハイライト委員会ハイライト委員会ハイライト

沼
江
不
動
前

横
瀬
橋
西
詰

午 前

勝浦　→　徳島

徳島　→　勝浦

569

650

勝浦　→　徳島

徳島　→　勝浦

442

535

382

614

639

758

午 後

午 前 午 前

台 台

ラッシュ時の交通量を調査

問答

問答問答問答

八
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
委

員
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
、
町
道
認

定
、
総
合
計
画
、
過
疎
計
画
、
橋
梁
長

寿
命
化
計
画
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

町
道
認
定
と
し
て
畑
総
関
係
二
十
二

路
線
、
個
人
申
請
一
路
線
が
提
案
さ
れ

た
が
、
畑
総
関
係
に
つ
い
て
は
現
在
、

県
の
農
道
で
あ
り
財
産
譲
与
の
手
続
き

や
、
土
地
改
良
区
の
理
事
会
の
協
議
も

で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
九
月
定
例
会

の
提
案
を
見
送
り
、
個
人
申
請
分
に
つ

い
て
は
承
認
し
た
。

九
月
十
六
日
に
委
員
会
を
開
催
。
道

の
駅
情
報
館
︵
仮
称
︶
の
新
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
し
、
九

月
議
会
に
追
加
提
案
す
る
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

契
約
金
額七

千
三
百
三
十
九
万
五
千
円

九
月
二
十
四
日
に
全
議
員
が
参
加
し

て
、
町
内
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
午
前

六
時
三
十
分
か
ら
二
時
間
。
午
後
五
時

か
ら
二
時
間
、
町
内
四
カ
所
で
上
下
線

車
両
の
通
行
量
を
調
査
し
た
。

結
果
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
が
、

総
務
産
建
委
員
会
で
は
十
月
四
日
に
会

議
を
開
き
こ
の
結
果
に
つ
い
て
協
議
し

さ
ら
に
分
析
し
、
交
通
行
政
な
ど
に
活

か
し
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

九
月
二
日
に
委
員
会
を
開
き
、
補
正

予
算
や
条
例
改
正
の
説
明
を
受
け
、
審

議
し
ま
し
た
。

中
学
三
年
生
を
対
象
に
、
三
回
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
全
額
助
成
。

接
種
は
勝
浦
病
院
で
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
接
種
方
法
は
。

勝
浦
病
院
で
は
実
施
で
き
な
い
。

任
意
接
種
で
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
て

い
た
が
、
安
全
基
準
の
変
更
に
伴
い
中

止
す
る
。

子
育
て
支
援
政
策
と
し
て
、

貸
し
出
し
に
代
わ
る
も
の
が
必

要
で
な
い
か
。

ど
の
よ
う
な
制
度
が
良
い
か

検
討
す
る
。

　

約
一
億
二
千
三
百
万
円
の
予
算
で
、

太
陽
光
発
電
の
設
置
や
外
壁
塗
装
、
ト

イ
レ
改
修
な
ど
を
行
う
。

太
陽
光
発
電
は
費
用
に
対
し

て
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
は
な
い
か
。

教
育
面
で
の
効
果
が
期
待
で

き
る
。

大
規
模
改
修
に
対
し
て
町
の

負
担
が
大
き
い
。

有
利
な
財
源
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

4議会だより かつうら

協
議
不
十
分 

提
案
見
送
り

畑
総
関
係
の
町
道
認
定

道
の
駅
情
報
館

工
事
請
負
契
約
提
案

横
瀬
小
学
校

  

大
規
模
改
修

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

貸
し
出
し
中
止

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時

交
通
量
調
査
を
実
施

ピ
ー
ク
は
午
前
七
時
台

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
全
額
助
成

け
い



整備されたみかん園

親子で利用のこども家族館

分別方法の説明を聞く

福
井
県
の
お
お
い
町
で
子
育
て
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

お
お
い
町
は
﹁
子
育
て
へ
の
負
担
が

や
さ
し
い
町
﹂
の
理
念
の
下
、
医
療
費

の
中
学
卒
業
ま
で
無
料
化
や
保
育
園
費

の
低
減
、
病
児
デ
イ
ケ
ア
事
業
を
は
じ

め
、
こ
ど
も
家
族
館
や
若
者
住
宅
の
建

設
、
不
妊
治
療
費
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
費
の
助
成
な
ど
手
厚
い
施
策
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

背
景
に
は
原
子
力
発
電
の
誘
致
に
よ

る
多
額
の
交
付
金
が
あ
り
、
勝
浦
町
と

比
較
で
き
な
い
が
、
少
な
い
予
算
で
も

き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
て
い
る

事
業
も
多
く
あ
り
、
参
考
に
な
っ
た
。

富
山
県
の
入
善
町
で
は
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
C

О
の
年
間
一
万
ｔ
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
C
О
削
減
量
を
体

系
立
て
数
値
化
し
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

計
画
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
家

庭
で
は
モ
ニ
タ
ー
で
使
用
電
気
の
削
減

量
を
調
査
し
、
事
業
者
か
ら
は
毎
月
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
報
告
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

住
民
や
学
校
で
の
環
境
に
対
す
る
啓

発
活
動
も
積
極
的
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
活
用
や
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。

勝
浦
町
で
も
今
年
三
月
に
﹁
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
﹂
が
策
定
さ
れ
た

が
、
こ
の
計
画
の
推
進
や
町
全
体
の
環

境
へ
の
取
り
組
み
に
生
か
せ
て
い
き
た
い
。

視察研修報告視察研修報告視察研修報告

2

2

神
奈
川
県
開
成
町
に
﹁
議
会
改
革
の

取
組
﹂
を
目
的
に
視
察
し
た
。

平
成
十
七
年
に
﹁
日
曜
議
会
﹂
を
開

催
し
て
機
運
が
高
ま
り
、
議
員
定
数
の

削
減
や
全
国
初
の
﹁
議
会
改
革
ス
ロ
ー

ガ
ン
﹂
を
制
定
し
﹁
議
員
が
変
わ
れ
ば

議
会
が
変
わ
る
。
議
会
が
変
わ
れ
ば
町

が
変
わ
る
。
議
員
は
住
民
の
良
き
リ
ー

ダ
ー
﹂
と
訴
え
た
。

一
般
質
問
の
﹁
一
問
一
答
方
式
﹂
や

議
会
開
催
期
間
三
百
五
十
八
日
の
﹁
通

年
議
会
﹂
を
実
施
、
議
会
基
本
条
例
の

制
定
、
議
会
報
告
会
な
ど
画
期
的
な
改

革
を
推
進
中
で
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
と
こ

ろ
も
多
く
改
革
に
取
り
入
れ
た
い
。

　

静
岡
県
三
ヶ
日
町
に
﹁
み
か
ん
生
産

と
加
工
品
﹂
を
目
的
に
視
察
し
た
。

三
ヶ
日
町
は
全
国
有
数
の
み
か
ん
産

地
で
、
柑
橘
園
が
一
千
六
百
ha
、
出
荷

量
が
三
万
六
千
ｔ
で
一
戸
当
た
り
栽
培

面
積
は
三
ha
で
あ
る
。

み
か
ん
園
は
丘
陵
地
が
多
く
、
樹
間

を
五
〜
六
メ
ー
ト
ル
と
広
く
と
り
ス
ピ

ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
消
毒
で
き
る
園

地
づ
く
り
で
、
雑
草
を
生
や
さ
な
い
栽

培
管
理
を
し
て
い
る
。

加
工
品
の
種
類
も
多
く
、
特
に
﹁
青

島
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
﹂
は
全
て
市
販
の

大
玉
上
品
を
使
っ
た
果
汁
百
％
で
大
人

気
の
商
品
で
あ
る
。

5 議会だより かつうら

議
会
が
変
わ
れ
ば

町
が
変
わ
る

開
成
町
・
議
会
改
革

医
療
費
、

中
学
卒
業
ま
で
無
料

﹁
本
物
の
み
か
ん
﹂

　
　
効
率
生
産
・
高
品
質

静
岡
県
・
三
ヶ
日
町

９
月
28
日
〜
30
日

総
務
産
建
常
任
委
員
会

10
月
６
日
〜
８
日

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

C
O
一
万
ｔ
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2



鳥居をくぐり中風よけ

活発に活動の「坂本おんな神楽」

役員による消火栓の点検

ジェーン台風を語り継ぐ

七
社
七
鳥
居
参
り

坂
本
八
幡
神
社

坂
本
八
幡
神
社

交流活動紹介交流活動紹介交流活動紹介

棚
野
自
主
防
災
隊
は
平

成
十
四
年
九
月
に
結
成
し

ま
し
た
。
役
員
は
区
三
役

と
消
防
団
О
Ｂ
が
主
と
な

り
、
地
区
消
防
団
員
と
連

携
を
密
に
し
活
動
し
て
い

ま
す
。

今
年
も
全
町
一
斉
防
災

訓
練
に
百
四
十
人
が
参
加

し
て
、
消
防
団
員
や
地
区

役
員
、
隣
近
所
が
連
携
し
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
勝
浦
町
に
大
き
な
つ

め
あ
と
を
残
し
た
ジ
ェ
ー
ン
台
風
が
襲

来
し
六
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、

今
後
の
防
災
対
策
に
役
立
て
よ
う
と
当

時
の
状
況
を
語
り
継
ぐ
講
演
会
や
写
真

展
を
実
施
し
ま
し
た
。

棚
野
地
区
は
勝
浦
病
院
や
喜
楽
苑
な

ど
公
共
施
設
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
防
災
意
識
の
共
有
を
図
り
、
地

域
の
﹁
絆
﹂
を
深
め
る
た
め
に
様
々
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

︵
隊
長

滝

豊
水
︶

坂
本
八
幡
神
社
は
、
古
く
か
ら
﹁
春
・

秋
の
社
日
に
川
を
渡
ら
ず
に
七
つ
の

鳥
居
と
七
つ
の
御
社
を
く
ぐ
り
参
拝

す
る
と
中
風
に
な
ら
な
い
﹂
と
の
言

い
伝
え
が
あ
る
神
社
で
あ
る
。

今
年
、
町
の
提
案
型
補
助
事
業
に

認
め
ら
れ
内
容
を
充
実
し
九
月
十
三

日
の
秋
分
の
日
に
七
社
七
鳥
居
の
イ

ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

三
年
前
に
坂
本
で
結
成
さ
れ
た
﹁
坂

本
お
ん
な
神
楽
﹂
も
参
加
協
力
し
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

今
後
も
地
域
相
互
間
の
連
携
・
連

帯
を
密
に
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を

図
り
な
が
ら
坂
本
の
知
名
度
も
上
げ

た
い
。
︵
七
社
七
鳥
居
実
行
委
員
会

代
表

細 

川

寛
︶

き
ず
な

防  災 シリーズ

棚
野
自
主
防
災
隊

ジ
ェ
ー
ン
台
風
を
語
り
継
ぐ

６議会だより かつうら



一 般 質 問

架け替えが急がれる生名東橋

　

中
学
校
改
築
位
置
に

つ
い
て
、
七
月
の
改
築

特
別
委
員
会
と
臨
時
会
で
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
は
一
貫
し
て

南
側
建
設
を
主
張
し
た
。
そ
の

理
由
は
、
町
負
担
の
軽
減
か
ら

仮
設
校
舎
は
建
て
な
い
と
訴
え

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
全
会
一

致
で
否
決
さ
れ
た
。

し
か
し
、
八
月
の
改
築
特
別

委
員
会
と
臨
時
会
で
は
一
転
し

て
、
仮
設
校
舎
建
設
が
二
千
万

円
く
ら
い
町
負
担
が
少
な
い
の

で
、
現
地
改
築
す
る
と
再
提
案

し
て
き
た
。

こ
の
短
期
間
で
の
建
設
位
置

を
巡
る
二
転
三
転
の
原
因
と
、

無
駄
な
時
間
と
経
費
を
費
や
し

た
責
任
は
。

財
源
に
つ
い

て
十
分
な
調
査

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

一
番
の
原
因
で
あ
る
。

全
て
の
責
任
は
私
に
あ
る
。

毎
年
、
各
区
長
か
ら

﹁
町
道
改
良
等
要
望
書
﹂

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十

一
年
度
の
要
望
件
数
と
実
施
件

数
・
執
行
率
は
そ
の
結
果
を
区

長
に
報
告
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
町
は
優
先
順
位
を
つ

け
て
順
次
施
行
す
る
と
し
て
い

る
が
、
基
準
が
あ
る
の
か
。

要
望
件
数
は
八
十
九
カ
所
。

実
施
は
三
十
六
カ
所
で
執
行
率

は
四
十
％
で
あ
る
。
区
長
に
は

次
年
度
の
要
望
時
に
報
告
し
て

い
る
。

優
先
順
位
の
基
準
を
明
文
化

し
た
も
の
は
な
い
。

要
望
件
数
は
地
区
に

よ
っ
て
十
倍
も
の
差
が

あ
る
。
優
先
順
位
も
含
め
て
基

準
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

基
準
を
検
討

し
、
適
正
化
を

図
る
。

今
年
の
二
月
に
﹁
橋

梁
長
寿
命
化
計
画
﹂
が

策
定
さ
れ
、
二
十
八
橋
の
危
険

度
が
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
た
。
生

名
東
橋
と
星
谷
橋
は
最
も
危
険

で
、
修
繕
で
は
安
全
が
確
保
で

き
ず
、
架
け
替
え
が
妥
当
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
対
応

は
。

財
政
の
厳
し

い
な
か
で
は
あ

る
が
、
安
心
・
安
全
の
観
点
か

ら
、
架
け
替
え
も
含
め
検
討
し

た
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

畑
総
事
業
に
つ
い
て

問

町
長

答問

産
業
建
設
課
長

答問

町
長

答問

町
長

答

勝
浦
中
学
校
建
設
位
置

二
転
三
転

そ
の
原
因
と
責
任
は

国

清

一

治
議

員

財
源
の
調
査
不
足

責
任
は
私
に
︵
町
長
︶

 

基
準
を
検
討
す
る
︵
町
長
︶

進
ま
な
い
町
道
改
良

優
先
順
位
の
基
準
を

架
け
替
え
を
含
め

今
後
、検
討
す
る
︵
町
長
︶

危
険
な
橋
梁

町
の
対
応
は

７ 議会だより かつうら



一 般 質 問

使用電力が大幅に削減できるＬＥＤ照明

庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

問

総
務
税
務
課
長

答

教
育
長

答

問

２

町
長

答問
副
町
長

答

問

産
業
建
設
課
長

答
副
町
長

答 問

問

　

庁
舎
や
防
犯
灯
の
蛍

光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
れ

ば
電
力
は
二
分
の
一
に
削
減
で

き
、
寿
命
は
三
倍
以
上
に
な
る
。

取
り
替
え
の
労
力
も
軽
減
で
き

る
の
で
推
進
す
べ
き
で
は
。

庁
舎
内
に
は
す
で
に
四
十
二

基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
お
り
、

今
後
、
増
設
を
検
討
し
て
い
る

が
、
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
非
常

に
高
価
な
た
め
、
現
時
点
で
の

設
置
は
無
理
と
考
え
て
い
る
。

横
瀬
小
学
校
に
太
陽

光
発
電
装
置
が
設
置
さ

れ
る
計
画
だ
が
、
費
用
対
効
果

は
。

千
二
百
五

十
万
円
の
予

算
で
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光

発
電
を
設
置
す
る
が
、
年
間
発

電
量
は
約
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、

横
瀬
小
学
校
の
必
要
電
気
量
の

六
分
の
一
を
ま
か
な
え
、
約
三
・

二
ｔ
の
Ｃ
О
が
削
減
で
き
る
。

環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
は
行
政
よ
り
民
間

の
方
が
進
ん
で
い
る
面
が
多
く

あ
る
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取

り
入
れ
た
り
、
動
向
を
把
握
す

る
た
め
に
協
議
す
る
場
が
必
要

で
な
い
か
。

民
間
企
業
の

取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ

て
い
る
。
町
民
環
境
会
議
に
町

内
事
業
者
の
参
画
を
検
討
し
て

行
く
。

当
初
の
説
明
で
は
厨

房
は
食
堂
だ
け
だ
っ
た

が
、
八
月
の
広
報
で
喫
茶
の
募

集
も
出
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
喫

茶
が
増
え
た
の
か
。

基
本
設
計

の
段
階
で
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
、
ス
ペ
ー

ス
の
有
効
活
用
や
魅
力
づ
く
り

の
観
点
か
ら
喫
茶
、
軽
食
を
提

供
す
る
こ
と
と
し
た
。

情
報
館
の
管
理
運
営

は
二
名
の
交
代
制
で
、

常
時
は
一
名
の
勤
務
体
制
だ
が
、

十
分
な
対
応
は
で
き
る
の
か
。

休
憩
時
間
に
は
役
場
か
ら
の

応
援
で
対
応
す
る
。

増
員
が
必
要
な
ら
ば
、
今
後

の
運
営
協
議
会
で
緊
急
雇
用
制

度
の
活
用
な
ど
を
検
討
す
る
。

二
年
後
に
町
営
か
ら

他
の
運
営
機
関
に
移
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

町
費
の
タ
レ
流
し
は
許
さ
れ
な

い
。受

け
皿
機
関
に
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
す
る
構
想
は
で
き
て
い
る

の
か
。

新
た
な
法

人
を
立
ち
上

げ
る
の
か
、
既
存
の
法
人
に
任

せ
る
の
か
、
公
募
に
よ
る
指
定

管
理
者
を
募
る
の
か
な
ど
、
他

の
事
例
も
参
考
に
し
て
今
後
、

検
討
し
て
行
く
。

公

一
議

員

地
球
温
暖
化
対
策

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
は

今
後
Ὶ増
設
を
検
討
︵
総
務
税
務
課
長
︶

﹁
道
の
駅
﹂情
報
館

厨
房
テ
ナ
ン
ト

な
ぜ
喫
茶
が
増
え
た
の
か

８議会だより かつうら



一 般 質 問

工事が始まらない防火水槽予定地

問

問

産
業
建
設
課
長

答
　

農
業
の
安
定
的
な
発

展
に
は
担
い
手
の
育
成

が
重
要
で
あ
る
。
町
で
は
ど
の

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。ま

た
、
担
い
手
に
対
す
る
補

助
制
度
と
新
規
就
農
者
の
環
境

づ
く
り
は
。

勝
浦
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、

認
定
農
業
者
を
中
心
に
継
続
で

き
る
意
欲
的
な
人
材
育
成
を
め

ざ
し
て
い
る
。

補
助
制
度
と
し
て
他
県
で
は
、

新
規
就
農
者
の
準
備
資
金
に
助

成
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
十
分
研
究
し
検
討
し
た

い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

新
規
加
入
費
用
は
、
十

七
万
八
千
二
百
九
十
円
で
上
勝

町
よ
り
四
万
円
余
り
高
い
が
、

同
じ
事
業
で
な
ぜ
差
が
つ
く
の

か
。ま

た
、
上
勝
町
で
は
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
活
用
し
た
﹁
独
居
老

人
見
守
り
隊
﹂
を
結
成
し
、
六

十
五
歳
以
上
の
百
四
十
世
帯
に

﹁
緊
急
速
報
装
置
﹂
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、

町
の
考
え
は
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
来
年
七
月

に
終
了
す
る
が
、
そ
れ
以
後
の

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
今
の
テ
レ
ビ

で
見
え
る
﹁
デ
ジ
ア
ナ
変
換
﹂

を
四
国
総
合
通
信
局
が
発
表
し
、

県
内
の
過
半
数
の
業
者
が
導
入

を
計
画
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

町
の
考
え
は
。

上
勝
町
で
は
新
規
加
入
者
に
、

今
年
七
月
か
ら
補
助
金
を
出
し

て
い
る
が
、
本
町
に
は
補
助
制

度
は
な
い
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し

た
見
守
り
体
制
は
今
後
、
独
居

老
人
が
増
え
て
く
る
の
で
必
要

で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
を
町

で
活
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
。

昨
年
九
月
の
定
例
会

で
予
算
化
さ
れ
た
﹁
坂

本
黄
檗
地
区
の
防
火
水
槽
﹂
が

一
年
経
過
し
て
も
全
く
手
付
か

ず
で
、
あ
ま
り
に
も
執
行
が
遅

す
ぎ
る
。
そ
の
原
因
は
。

今
回
、
二
基
の
水
槽
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
下
の
水
槽
の

位
置
と
工
事
の
着
工
、
完
成
時

期
は
。

ま
た
、
上
下
の
水
槽
間
に
消

火
栓
が
必
要
で
は
。

遅
れ
た
原
因
は
、
土
地
所
有

者
が
県
外
で
移
転
登
記
や
、
農

地
法
の
関
係
で
時
間
を
要
し
た

こ
と
で
あ
る
。

下
の
水
槽
の
位
置
は
構
造
上
、

当
初
予
定
地
よ
り
西
の
畑
で
計

画
し
て
い
る
。
工
事
は
九
月
入

札
・
着
工
、
三
ヵ
月
後
に
完
成

予
定
で
あ
る
。

消
火
栓
は
既
存
の
水
槽
の
連

結
を
検
討
し
た
い
。

総
務
税
務
課
長

答

総
務
税
務
課
長

答

問

農
業
の
担
い
手
対
策

山

野

忠

男
議

員

見
守
り
体
制
は
必
要
で
あ
る

︵
総
務
税
務
課
長
︶

九
月
入
札
予
定︵
総
務
税
務
課
長
︶

光
フ
ァ
イ
バ
ー
活
用
で

﹁
独
居
老
人
見
守
り
隊
﹂

の
結
成
を

認
定
農
業
者
の
育
成
を

︵
産
業
建
設
課
長
︶

な
ぜ
進
ま
な
い

坂
本
の
防
火
水
槽

９ 議会だより かつうら



一 般 質 問

町では対処が難しい応急住宅

問

か
の
え

総
務
税
務
課
長

答

福
祉
課
長

答
住
民
課
長

答

問

町
長

答

　

昔
か
ら
﹁
庚
寅
の
年

に
は
大
災
害
が
起
き
る
﹂

と
言
わ
れ
、
今
年
が
そ
の
年
で

あ
る
。
各
課
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
ジ
ェ
ー
ン
台
風
当
時

に
建
て
た
応
急
住
宅
が
、
二
十

年
あ
ま
り
前
か
ら
住
む
人
も
無

く
傷
み
が
激
し
い
。
町
で
対
応

で
き
な
い
か
。

　　

　　

地
震
災
害
で
は
家
屋
の
倒
壊

や
家
具
の
転
倒
に
対
す
る
耐
震

補
強
、
避
難
方
法
の
確
認
、
公

共
施
設
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん

で
行
く
。

応
急
住
宅
に
つ
い
て
は
町
所

有
で
は
な
い
の
で
処
分
な
ど
の

対
処
は
で
き
な
い
。

災
害
時

に
は
要
援

護
者
の
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

日
ご
ろ
か
ら
居
住
地
や
生
活

状
況
の
把
握
を
行
い
、
情
報
を

共
有
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
整

備
し
て
行
く
。

災
害
時

に
は
一
時

的
に
大
量
の

廃
棄
物
が
発

生
す
る
。
災

害
廃
棄
物
を

円
滑
に
処
理

し
、
衛
生
の

確
保
や
環
境

保
全
を
図
る

た
め
、
災
害

廃
棄
物
の
処

理
計
画
を
本

年
度
に
策
定

す
る
。

水
害
に
対
し
、
河
川
の
土
砂

対
策
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
な

ど
を
実
施
し
て
行
く
。

学
校
安
全
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
安
全
管
理
体
制
を
含
め

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

年
二
回
災
害
を
想
定
し
た
非

難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
今

年
度
に
避
難
用
の
救
助
袋
を
設

置
し
た
。

ま
た
、
薬
品
や
食
料
品
を
三

日
分
備
蓄
し
て
い
る
。

み
か
ん
の
浮
き
皮
対

策
と
し
て
、
町
内
で
薬

剤
に
よ
る
薬
効
試
験
が
行
わ
れ

て
い
る
。

試
験
結
果
を
見
て
、
摘
果
剤

の
よ
う
に
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

か
な
り
高
価

な
も
の
で
あ
る

が
、
効
果
も
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
も
う
少
し
確
認
し
て
助
成

措
置
す
る
か
検
討
し
た
い
。

職
人
を
取
り
巻
く
環

境
は
日
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。

石
井
町
で
は
、
今
年
度
か
ら

二
〇
万
円
以
上
の
工
事
に
対
し

て
三
十
万
円
を
限
度
と
し
た
補

助
制
度
が
あ
る
。
住
民
の
生
活

改
善
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

利
用
し
や
す
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
創
設
し
て
は
。

他
町
村
の
事

例
を
調
査
し
た

い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

県
道
改
良
に
つ
い
て

○

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
受
信
料

に
つ
い
て

○

坂
本
地
区
防
火
水
槽
に
つ

い
て

産
業
建
設
課
長

答
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

病
院
事
務
局
長

答問

町
長

答

大
災
害
に
対
す
る
備
え
は

森

本

守
議

員

災
害
廃
棄
物
の
処
理
計
画
を
策
定

︵
住
民
課
長
︶

リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
に
つ
い
て

み
か
ん
の浮

き
皮
対
策
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一 般 質 問

予
防
効
果

初回 2回目
1ヵ月後

3回目
6ヵ月後

接種スケジュールと感染予防効果

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
助
成
対
象
は

中
学
三
年
生
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
阿
南
市
や
那
賀
町
で
は
高

校
生
世
代
に
も
対
象
を
広
げ
て

い
る
。
勝
浦
町
で
未
成
年
者
に

実
施
す
る
と
す
れ
ば
一
二
七
人
、

六
百
九
万
六
千
円
で
可
能
で
あ

る
。
未
成
年
者
ま
で
の
助
成
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

ま
た
、
国
保
の
加
入
者
を
対

象
に
、
保
健
福
祉
事
業
と
し
て

成
人
へ
の
助
成
に
も
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

未
成
年
者
へ

の
助
成
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
の
動
向
を
見
な

が
ら
十
分
に
検
討
し
た
い
。

保
険
事
業
と
し
て
の
実
施
は

可
能
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

　　　　　

　　　　　

﹁
奨
学
金
の
返
済
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
﹂
と

の
相
談
を
受
け
た
。
日
本
学
生

支
援
機
構
は
有
利
子
で
の
借
り

入
れ
が
四
分
の
三
で
、
無
利
子

枠
の
予
約
採
用
で
は
適
格
者
の

八
割
が
採
用
さ
れ
な
い
。
三
％

の
利
子
に
延
滞
利
息
が
つ
く
と
、

ま
す
ま
す
返
済
が
困
難
に
な
る
。

利
用
者
の
相
談
窓
口
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

ま
た
、
奨
学
金
利
用
者
が
人

生
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
つ
ま
ず
か

な
い
よ
う
、
無
利
子
枠
の
拡
大

を
国
に
要
望
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

国
に
無
利

子
枠
の
拡
大

を
要
望
し
、
相
談
窓
口
の
設
置

も
検
討
す
る
。

勝
浦
町
の
奨
学
金
は

無
利
子
な
の
に
利
用
者

が
少
な
い
。
制
度
を
知
ら
ず
活

用
さ
れ
な
い
状
況
を
改
善
し
、

周
知
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

町
の
奨
学

金
制
度
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
を
図

っ
て
行
く
。販

売
を
目
的
と
し
た

特
産
品
加
工
の
開
発
が

急
が
れ
て
い
る
。
栽
培
指
導
、

加
工
技
術
等
の
学
習
会
を
全
町

民
対
象
に
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
小
口
の
原
料
を
個
人

で
無
駄
な
く
現
金
化
で
き
る
よ

う
な
施
設
の
建
設
を
国
や
県
の

制
度
を
活
用
し
て
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

提
言
を
受
け
、

町
民
の
た
め
に

な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。

問

町
長

答

総
務
税
務
課
長

答

問
教
育
長

答問

教
育
長

答問

町
長

答

３回しないと効果なし

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
対
象
の
拡
大
を

十
分
検
討
し
た
い
︵
町
長
︶

井
出
美
智
子
議
員

国
に
無
利
子
枠
拡
大
を

要
望
す
る
︵
教
育
長
︶

奨
学
金
返
還

困
難
者
へ
の
支
援
を

け
い

取
り
組
み
を
強
化
す
る

︵
町
長
︶

特
産
品
加
工

施
設
整
備
や

学
習
会
の
開
催
を
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一 般 質 問

着々と進む沼江バイパス

　

沼
江
バ
イ
パ
ス
工
事

の
進
ち
ょ
く
状
況
と
、

今
後
の
予
定
は
。

二
十
二
年
度
の
工
事
概
要
は

路
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
切

り
取
る
予
定
で
、
約
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
進
ち
ょ
く
率
と
な
る
。

二
十
三
年
度
に
は
路
面
の
高

さ
ま
で
切
り
取
り
、
そ
の
土
砂

で
盛
り
土
区
間
の
工
事
を
行
う
。

完
成
は
二
十
三
年
度
の
予
定
だ
。

　　　　　

用
地
は
お
お
む
ね
了

解
が
得
ら
れ
て
い
る
と

聞
く
が
、
着
工
の
見
込
み
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　　

買
収
土
地
周
辺
に
公
図
と
現

況
に
差
異
が
あ
り
不
測
の
日
数

を
要
し
て
い
る
。
境
界
を
確
定

し
な
け
れ
ば
分
筆
が
で
き
な
い

の
で
、
登
記
に
至
ら
ず
事
業
着

手
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
。

今
後
は
関
係
者
と
の
協
議
を

通
じ
、
一
日
も
早
い
着
工
を
め

ざ
し
取
り
組
み
た
い
。

　　　　　

常
態
化
し
つ
つ
あ
る

猛
暑
は
産
業
面
や
福
祉

と
健
康
、
公
共
施
設
な
ど
に
多

く
の
影
響
を
与
え
社
会
問
題
化

し
て
き
て
い
る
。
基
本
構
想
の

階
段
と
し
て
、
も
う
少
し
厳
し

く
受
け
止
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　　

総
合
計
画
を
推
進
し
て
行
く

上
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
は
深

刻
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
基
本
計
画
や
実
施
計

画
の
な
か
で
各
分
野
ご
と
に
具

体
的
な
目
標
を
明
示
し
て
取
り

組
ん
で
行
く
。

　　　　　

高
齢
化
に
よ
る
行
動

力
の
低
下
に
よ
り
、
生

活
必
需
品
の
調
達
な
ど
生
活
難

が
進
ん
で
く
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
生
活
支
援
策
は
。

　　

高
齢
者
の
夫
婦
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら

れ
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
面
で

在
宅
医
療
、
安
否
の
見
守
り
、

給
食
等
、
地
域
を
通
し
て
健
康

に
暮
ら
せ
る
ソ
フ
ト
的
な
仕
組

み
づ
く
り
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

問

問

問

問

総
務
税
務
課
長

答

総
務
税
務
課
長

答

町
境
付
近
の
県
道
拡
幅

の
取
り
組
み
は

山
の
切
り
取
り
作
業
中

︵
産
業
建
設
課
長
︶

森

 

健  
議
員

沼
江
バ
イ
パ
ス

進
ち
ょ
く
状
況
は

勝
浦
町
総
合
計
画

今
後
十
年
の
基
本
構
想

に
つ
い
て

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

工事が始まった中角通学路

問

問

町
長

答

産
業
建
設
課
長

答

問
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

　

横
瀬
小
学
校
の
大
規

模
改
修
費
が
今
議
会
に

提
案
さ
れ
、
耐
震
化
事
業
費
と

合
わ
せ
、
約
二
億
二
千
万
円
も

の
工
事
費
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
学
校
の
あ
り
方
や
将

来
計
画
、
特
に
小
学
校
の
統
合

問
題
等
に
つ
い
て
も
十
分
協
議

さ
れ
て
い
る
の
か
。

横
瀬
小
学
校

小
は
築
三
十
五

年
が
経
過
し
、
耐
震
化
工
事
と

合
わ
せ
大
規
模
な
改
修
工
事
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
検
討
委

員
会
で
も
協
議
さ
れ
施
設
整
備

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

統
合
問
題
も
現
段
階
で
の
議
論

は
必
要
な
い
と
の
答
申
内
容
だ
。

　　

　　　

中
角
通
学
路
関
連
の

排
水
工
事
は
町
が
担
当

し
て
い
る
が
、
完
了
は
い
つ
か
。

ま
た
、
三
月
議
会
で
約
五
千

七
百
万
円
、
六
月
補
正
で
約
五

千
八
百
万
円
計
上
し
て
い
る
。

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
等
の
大

型
化
で
工
事
費
が
増
え
て
い
る

が
予
算
内
で
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
歩
道
部
分
の
工
事
計

画
と
完
成
予
定
は
。

小
学
校
の
上
流
部
と
下
流
部

に
分
け
て
の
排
水
工
事
に
な
る

が
来
年
二
月
の
完
了
を
予
定
。

全
体
の
工
事
費
は
内
容
に
よ
っ

て
は
補
正
対
応
も
考
え
て
い
る
。

県
の
歩
道
部
分
の
工
事
で
今

年
度
の
予
算
は
補
償
に
費
や
さ

れ
る
。
全
体
の
完
成
に
は
財
政

的
な
面
か
ら
三
年
く
ら
い
か
か

る
予
定
だ
。

建
設
位
置
の
決
定
が

大
幅
に
遅
れ
、
仮
設
校

舎
建
設
で
工
程
数
も
増
え
、
設

計
や
工
事
日
程
が
大
き
く
ず
れ

込
み
完
成
が
遅
れ
る
の
で
は
。

国
の
補
助
金
等
の
適
用
も
な

く
な
る
心
配
は
な
い
の
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
大
変

厳
し
い
。
特
に
設
計
に
つ
い
て

は
建
築
確
認
な
ど
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
難
し
い
部
分
も
あ

り
、
予
定
の
完
成
に
は
厳
し
い

状
況
だ
が
、
本
来
の
地
震
対
策

な
ど
で
早
期
の
完
成
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
予
定
の
二
十
四
年

度
完
成
を
め
ざ
し
最
大
限
の
努

力
を
し
て
行
き
た
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

道
の
駅
建
設

管
理
運
営
、
周
辺
対
策
に

つ
い
て

排
水
工
事
は
二
月
完
了

全
体
は
三
年
か
か
る
予
定

︵
産
業
建
設
課
長
︶

中
角
通
学
路

工
事
計
画
と

完
成
予
定
は

予
定
の
二
十
四
年
度

完
成
を
め
ざ
す

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

勝
浦
中
学
校
改
築

仮
設
校
舎
建
設
決
定
で

工
事
の
遅
れ
は
な
い
か

大

西

一

司
議

員

横
瀬
小
学
校
改
修
工
事

将
来
計
画
等
の

協
議
は
十
分
か

改
修
検
討
委
員
会
の

答
申
を
受
け
決
定
︵
町
長
︶
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一 般 質 問

チャイルドシート貸し出し継続を

問

福
祉
課
長

答

町
長

答

問

町
長

答

問

総
務
課
長

答

町
長

答

　

平
成
十
二
年
か
ら
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
き
た
が
、
安
全

性
が
担
保
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
八
月
末
で
全
て
の
シ
ー
ト

を
回
収
し
た
と
聞
く
。
利
用
者

へ
の
説
明
や
継
続
に
向
け
た
議

論
を
尽
く
し
た
の
か
。

ま
た
、
多
く
の
町
民
が
利
用

し
て
い
た
事
業
で
も
あ
る
。
継
続

を
望
む
声
に
こ
た
え
る
べ
き
で
は
。

道
路
交

通
法
の
改

正
に
よ
り
、
保
有
し
て
い
る
シ

ー
ト
が
安
全
規
格
の
新
基
準
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
。
無
償
譲

渡
な
ど
も
検
討
し
た
が
、
安
全

面
か
ら
無
理
だ
と
判
断
し
回
収

に
至
っ
た
。

貸
し
出
し
業

務
に
つ
い
て
は

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
思

う
が
、
来
年
度
に
向
け
事
業
継

続
を
含
め
、
子
育
て
支
援
策
全

般
の
中
で
検
討
し
て
み
た
い
。

　　　　　　　

　　　

定
住
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
と
、
職
員
体

制
は
。

ま
た
、
勝
浦
で
住
ん
で
も
ら

う
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が

必
要
か
。

昨
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
き

た
空
き
家
調
査
の
結
果
、
百
二

十
四
軒
が
対
象
と
な
り
実
態
調

査
を
し
て
い
る
。
定
住
促
進
に
向

け
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
早
い

時
期
に
デ
ー
タ
化
し
公
表
し
た
い
。

定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
専

従
職
員
は
置
か
ず
兼
職
で
対
応

し
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
整
備
も
必
要
だ

が
道
路
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

主
要
幹
線
の
整
備
促
進
を
図
る

こ
と
で
山
間
部
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
解
消
し
た
い
。

　　　

県
内
で
勝
浦
を
含
め

た
三
町
村
が
非
常
備
消

防
と
な
っ
て
い
る
。
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
、
消
防
の
常
備
化
に
よ
る
救

急
車
の
配
備
が
一
刻
も
早
く
さ

れ
る
べ
き
だ
。
今
後
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

現
在
、

徳
島
県
消

防
広
域
化
推
進
計
画
に
そ
っ
て
、

消
防
本
部
の
統
合
に
向
け
た
検

討
会
を
立
ち
上
げ
、
消
防
救
急

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

出
張
所
や
高
規
格
救
急
車
の

配
置
な
ど
は
、
平
成
二
十
四
年

に
消
防
本
部
一
元
化
が
さ
れ
た

後
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

救
急
車
に
つ

い
て
は
小
松
島

市
と
配
置
に
向
け
た
協
議
を
し

た
が
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
も
消
防
広
域
化
の
中
で
、

勝
浦
町
の
現
状
も
主
張
し
て
行

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

て
○

町
民
体
育
館
の
設
備
充
実

を

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

貸
し
出
し
業
務
の
継
続
を

松

田

貴

志
議

員

子
育
て
支
援
策
の
中
で

検
討
︵
町
長
︶

空
き
家
調
査
の
結
果
を

デ
ー
タ
化
し
公
表
す
る

︵
町
長
︶

定
住
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
は

消
防
、救
急
の

常
備
化
へ
の
取
り
組
み
は

14議会だより かつうら



一 般 質 問

ヨシガヤで景観が台なし

問

副
町
長

答

町
長

答

問

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

町
長

答

問

町
長

答

　

﹁
勝
浦
川
を
町
の
宝
に
﹂

と
言
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
良
い
が
、
現
在
は
ヨ
シ

ガ
ヤ
が
生
い
茂
り
景
観
が
だ
い

な
し
で
あ
る
。
ま
た
、
火
災
発

生
時
に
消
防
車
が
入
れ
な
い
。

抜
本
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。今

後
、
現
地
踏
査
す
る
な
ど

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

勝
浦
川
は

県
管
理
河
川

で
あ
り
、
町
と
し
て
は
抜
本
的

な
取
り
組
み
は
難
し
い
。
今
後
、

県
と
十
分
協
議
し
た
い
。

現
状
認
識
が

不
足
し
て
い
る

所
も
あ
り
、
現
地
踏
査
す
る
な

ど
調
査
研
究
し
、
県
に
要
望
し

て
解
決
策
を
見
い
出
す
努
力
を

し
て
行
き
た
い
。

　　　

畑
総
農
道
を
町
移
管

す
る
た
め
、
町
道
認
定

を
委
員
会
に
提
出
し
た
が
、
土

地
改
良
区
や
地
元
と
一
切
議
論

が
さ
れ
て
い
な
い
。

手
順
を
踏
ん
で
調
整
し
提
出

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

今
ま
で
県
か
ら
、
か
ん
排
事

業
の
末
端
施
設
と
農
道
を
一
緒

に
移
管
を
と
要
望
が
あ
っ
た
が
、

平
成
二
十
一
年
一
月
に
農
道
だ

け
で
も
移
管
し
て
く
れ
な
い
か

と
の
話
が
あ
っ
た
。今

回
、
私
の

認
識
不
足
で
提

案
し
た
が
、
今
後
、
関
係
機
関

と
十
分
連
携
を
取
り
、
県
か
ら

財
産
の
譲
与
を
受
け
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

農
作
物
の
鳥
獣
被
害

が
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
。
駆
除
す
る
猟
友
会
の
高
齢

化
も
深
刻
で
あ
る
。
近
隣
市
町

村
や
県
と
連
携
を
深
め
、
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う

が
。県

は
緊
急
的
に
日
本
シ
カ
の

捕
獲
を
目
的
と
し
て
、
今
年
二

千
万
円
の
補
正
を
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
十
月
と
三
月
に
一
週

間
の
短
期
間
で
全
県
的
に
実
施

す
る
。

猟
友
会
の
高

齢
化
も
進
み
、

新
た
に
狩
猟
の
免
許
を
取
得
す

る
に
は
経
費
も
か
か
る
な
ど
実

情
を
十
分
話
を
し
、
今
後
は
近

隣
市
町
村
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
県
に
再
要
望
を
し
た
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

町
道
整
備
に
つ
い
て

○

勝
浦
町
総
合
計
画
に
つ
い

て

西

浜

勝

己
議

員

﹁
町
の
宝
﹂
勝
浦
川

ヨ
シ
ガ
ヤ
対
策
は

県
と
協
議
し
た
い
︵
副
町
長
︶

町
道
認
定

　

  

手
順
が
違
う

鳥
獣
害
対
策

積
極
的
に
取
り
組
め

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る

︵
副
町
長
︶
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練習
毎週火曜日 午後7時～8時

場所：勝浦町住民福祉センター

福田七穂子先生

エアロビ・インストラクター

会員数440人
（10月15日現在）

ケイ － フレンズ

��������	

この教室に参加したきっかけ、楽しいことなど！

エアロ Ｄe ダイエット

編

集

後

記

編編

集集

後後

記記
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﹁
隗
よ
り
始
め
よ
﹂

本
町
に
お
け
る
行
政
改
革
は
こ
の
言
葉

と
と
も
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
職
員
削
減

や
給
与
カ
ッ
ト
、
議
員
定
数
の
削
減
な
ど

を
断
行
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
最

小
限
に
留
め
て
い
る
。

国
で
は
、
高
校
授
業
無
償
化
や
子
ど
も

手
当
て
、
高
速
道
路
無
料
化
な
ど
を
公
約

に
政
権
交
代
を
果
た
し
た
民
主
党
。

子
育
て
世
代
の
私
と
す
れ
ば
、
子
ど
も

手
当
て
の
満
額
支
給
や
出
産
一
時
金
を
五

十
五
万
円
に
増
額
す
る
政
策
の
実
行
を
望

み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
税
金
の
無
駄
遣
い

と
天
下
り
の
根
絶
、
国
家
公
務
員
の
総
人

件
費
二
割
削
減
な
ど
、
財
源
を
捻
出
す
べ

き
改
革
の
展
望
が
見
え
て
こ
な
い
現
状
で

は
夢
物
語
に
終
わ
り
そ
う
だ
。

せ
め
て
﹁
有
言
実
行
内
閣
﹂
を
掛
け
声

だ
け
に
終
わ
ら
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
以
上

政
治
不
信
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

︵
貴
志
︶

エアロ Ｄe ダイエット

問い合わせ・申し込み先

K-Friends事務所（町民体育館、改善センター）

電話・FAX 0885-42-3671
E-mail kfriends@27.fan-site.net
http://kfriends.fan-site.net/index.html

インタビュー

●いつも明るく、ハツラツとした先生に元気いただ
いています。気持ちのいい汗を。　　　　〈Ｎさん〉

●年を重ねても楽しく過ごすために体の調子を整え
ています。ほどよい緊張感もあり、脳も活性化。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Ｍさん〉

●先生は楽しい、ステップも楽しい。次の日には体ス
ッキリ。　　　　　　　　　　　　　  〈ＨＮさん〉

●初心者もみんなでいっしょ。楽しくやってます！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Ｈさん〉

●心身共にリフレッシュ ! ! 私の大好きな時間です。
いつまでも若々しくいたいから…。　　　〈ＨＩさん〉

　エアロビクスは有酸素運動の代表と言われるように、

体脂肪を焼却させるには最も効果的な運動です。20分以上運動を継続することより脂肪

が燃焼して発汗します。

　軽快な音楽を　聴きながらヨガストレッチを取り入れたリラックスタイム！

音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
み
な
が
ら
Ὶ
健

康
維
持
と
ダ
イ
エ
兊

ト
で
ナ
イ
ス
バ
デ
鍈

ῴ
を
め
ざ
そ
う
！

み
な
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
Ί

か
い




